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(57)【要約】
【課題】表示品位の良好な液晶表示装置を提供すること
を目的とする。
【解決手段】複数のラインで構成された画面を有するＯ
ＣＢ型の液晶表示パネルと、１フレーム期間において、
前記液晶表示パネルに黒映像信号を書き込む黒書込期間
と、前記黒書込期間に続いて前記液晶表示パネルに映像
信号を書き込む映像書込期間と、前記映像書込期間に続
いて書き込んだ映像信号を保持する映像保持期間との順
序に駆動制御する制御手段と、１フレーム期間において
、少なくとも前記映像保持期間に点灯し、前記液晶表示
パネルを照明する照明手段と、を備え、前記制御手段は
、前記映像書込期間において、前記液晶表示パネルにお
ける画面中央のラインから画面上側及び画面下側のライ
ンに向かって順次映像信号を書き込むことを特徴とする
液晶表示装置。
【選択図】　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のラインで構成された画面を有するＯＣＢ型の液晶表示パネルと、
　１フレーム期間において、前記液晶表示パネルに黒映像信号を書き込む黒書込期間と、
前記黒書込期間に続いて前記液晶表示パネルに映像信号を書き込む映像書込期間と、前記
映像書込期間に続いて書き込んだ映像信号を保持する映像保持期間との順序に駆動制御す
る制御手段と、
　１フレーム期間において、少なくとも前記映像保持期間に点灯し、前記液晶表示パネル
を照明する照明手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記映像書込期間において、前記液晶表示パネルにおける画面中央の
ラインから画面上側及び画面下側のラインに向かって順次映像信号を書き込むことを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記画面中央のラインへの映像信号の書込が完了してから前記照明手段が点灯するまで
の時間は、前記画面上側及び前記画面下側のラインへの映像信号の書込が完了してから前
記照明手段が点灯するまでの時間より長いことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装
置。
【請求項３】
　複数のラインで構成された画面を有するＯＣＢ型の液晶表示パネルと、
　１フレーム期間において、前記液晶表示パネルに黒映像信号を書き込む黒書込期間と、
前記黒書込期間に続いて前記液晶表示パネルに映像信号を書き込む映像書込期間と、前記
映像書込期間に続いて書き込んだ映像信号を保持する映像保持期間との順序に駆動制御す
る制御手段と、
　１フレーム期間において、少なくとも前記映像保持期間に点灯し、前記液晶表示パネル
を照明する照明手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記映像書込期間において、前記液晶表示パネルにおける画面上側及
び画面下側のラインから画面中央のラインに向かって順次映像信号を書き込むことを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項４】
　前記画面中央のラインへの映像信号の書込が完了してから前記照明手段が点灯するまで
の時間は、前記画面上側及び前記画面下側のラインへの映像信号の書込が完了してから前
記照明手段が点灯するまでの時間より短く、
　しかも、前記照明手段が点灯している期間に、前記画面上側及び前記画面下側のライン
への黒映像信号の書込が開始されることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記液晶表示パネルは、前記画面の各ラインに同一の映像信号が書き込まれた際に、画
面中央での輝度が画面上側及び画面下側での輝度より高く、画面中央を挟んで画面上側と
画面下側とで対称の輝度分布を形成することを特徴とする請求項１または３に記載の液晶
表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、軽量、薄型、低消費電力などの特徴を生かして、パーソナルコンピュ
ータなどのＯＡ機器やテレビなどの表示装置として各種分野で利用されている。近年では
、液晶表示装置は、携帯電話などの携帯端末機器や、カーナビゲーション装置、ゲーム機
などの表示装置としても利用されている。
【０００３】
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　例えば、特許文献１によれば、ＯＣＢ（Ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｅｄ
　Ｂｅｎｄ）型の液晶表示パネルの駆動手法として、１フレーム期間において、黒映像信
号を書き込む黒書込期間と、映像信号を書き込む映像書込期間と、書き込んだ映像信号を
保持する映像保持期間との順序に駆動制御する駆動手法（ＡＢＣ駆動法）が開示されてい
る。このような駆動手法では、１フレーム期間の最初に黒映像が書き込まれることにより
液晶分子の逆転移を防止できるとともに鮮明な画像を得ることができ、また、映像保持期
間においてバックライトを点灯させるため、映像にちらつき等が起こりにくいといった利
点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－４２４２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本実施形態の目的は、表示品位の良好な液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本実施形態によれば、
　複数のラインで構成された画面を有するＯＣＢ型の液晶表示パネルと、１フレーム期間
において、前記液晶表示パネルに黒映像信号を書き込む黒書込期間と、前記黒書込期間に
続いて前記液晶表示パネルに映像信号を書き込む映像書込期間と、前記映像書込期間に続
いて書き込んだ映像信号を保持する映像保持期間との順序に駆動制御する制御手段と、１
フレーム期間において、少なくとも前記映像保持期間に点灯し、前記液晶表示パネルを照
明する照明手段と、を備え、前記制御手段は、前記映像書込期間において、前記液晶表示
パネルにおける画面中央のラインから画面上側及び画面下側のラインに向かって順次映像
信号を書き込むことを特徴とする液晶表示装置が提供される。
【０００７】
　また、本実施形態によれば、
　複数のラインで構成された画面を有するＯＣＢ型の液晶表示パネルと、１フレーム期間
において、前記液晶表示パネルに黒映像信号を書き込む黒書込期間と、前記黒書込期間に
続いて前記液晶表示パネルに映像信号を書き込む映像書込期間と、前記映像書込期間に続
いて書き込んだ映像信号を保持する映像保持期間との順序に駆動制御する制御手段と、１
フレーム期間において、少なくとも前記映像保持期間に点灯し、前記液晶表示パネルを照
明する照明手段と、を備え、前記制御手段は、前記映像書込期間において、前記液晶表示
パネルにおける画面上側及び画面下側のラインから画面中央のラインに向かって順次映像
信号を書き込むことを特徴とする液晶表示装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、本実施形態に係る液晶表示装置の構成を概略的に示す図である。
【図２】図２は、図１に示した液晶表示装置に適用可能なＯＣＢ型の液晶表示パネルの構
成を概略的に示す断面図である。
【図３】図３は、図２に示したＯＣＢ型の液晶表示パネルに適用可能な駆動手法を説明す
るための図である。
【図４】図４は、画面の上部及び下部における液晶表示パネルの透過率とバックライトの
点灯タイミングとの関係を説明するための図である。
【図５】図５は、第１実施形態のＯＣＢ型の液晶表示パネルに適用可能な第１駆動手法を
説明するための図である。
【図６】図６は、画面を構成する各ラインに対応したゲート線の走査タイミングを説明す
るための図である。



(4) JP 2014-10212 A 2014.1.20

10

20

30

40

50

【図７】図７は、画面の上部、下部、中央部における液晶表示パネルの透過率とバックラ
イトの点灯タイミングとの関係を説明するための図である。
【図８】図８は、第２実施形態のＯＣＢ型の液晶表示パネルに適用可能な第２駆動手法を
説明するための図である。
【図９】図９は、画面を構成する各ラインに対応したゲート線の走査タイミングを説明す
るための図である。
【図１０】図１０は、画面の上部、下部、中央部における液晶表示パネルの透過率とバッ
クライトの点灯タイミングとの関係を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本実施形態に係る液晶表示装置について図面を参照して説明する。
【００１０】
　図１は、本実施形態における液晶表示装置の構成を概略的に示す図である。すなわち、
この液晶表示装置は、アクティブマトリクスタイプの液晶表示装置であって、ＯＣＢ型の
液晶表示パネルＬＰＮと、液晶表示パネルＬＰＮの駆動を制御する制御手段として機能す
る制御回路ＣＮＴと、液晶表示パネルＬＰＮを照明する照明手段として機能するバックラ
イトＢＬと、を備えている。
【００１１】
　液晶表示パネルＬＰＮは、バックライトＢＬからのバックライト光を選択的に透過して
画像を表示する透過型である。この液晶表示パネルＬＰＮは、一対の基板、すなわちアレ
イ基板ＡＲと、アレイ基板ＡＲに対向して配置された対向基板ＣＴと、を備えている。こ
れらのアレイ基板ＡＲと対向基板ＣＴとは、図示しないシール材によって貼り合わせられ
ている。このような液晶表示パネルＬＰＮは、複数のラインで構成された画面ＤＳＰを有
している。この画面ＤＳＰは、画像を表示するアクティブエリアに対応し、ｍ×ｎ個のマ
トリクス状に配置された複数の画素ＰＸによって構成されている（但し、ｍ及びｎは正の
整数である）。なお、図１においては、簡略化のため、１画素のみを図示している。
【００１２】
　アレイ基板ＡＲは、第１方向Ｄ１に沿ってそれぞれ延出したｎ本のゲート線Ｙ（Ｙ１～
Ｙｎ）、各ゲート線Ｙと交差するように第２方向Ｄ２に沿ってそれぞれ延出したｍ本のソ
ース線Ｘ（Ｘ１～Ｘｍ）、各画素ＰＸに配置されたｍ×ｎ個のスイッチング素子Ｗ、各画
素ＰＸに配置されスイッチング素子Ｗに接続されたｍ×ｎ個の画素電極ＥＰなどを備えて
いる。
【００１３】
　スイッチング素子Ｗは、例えば、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）によって構成されている
。スイッチング素子Ｗのゲート電極ＷＧは、ゲート線Ｙに電気的に接続されている（ある
いは、ゲート電極ＷＧはゲート線Ｙと一体的に形成されている）。スイッチング素子Ｗの
ソース電極ＷＳは、ソース線Ｘに電気的に接続されている（あるいは、ソース電極ＷＳは
ソース線Ｘと一体に形成されている）。スイッチング素子Ｗのドレイン電極ＷＤは、画素
電極ＥＰに電気的に接続されている。
【００１４】
　ｎ本のゲート線Ｙは、それぞれゲートドライバＹＤに接続されている。このゲートドラ
イバＹＤは、制御回路ＣＮＴによる制御に基づいてｎ本のゲート線Ｙに走査信号を供給す
る。また、ｍ本のソース線Ｘは、それぞれソースドライバＸＤに接続されている。このソ
ースドライバＸＤは、制御回路ＣＮＴによる制御に基づいてｍ本のソース線Ｘに映像信号
（黒映像信号を含む）を供給する。なお、これらのゲートドライバＹＤ及びソースドライ
バＸＤも本実施形態の制御手段の一部を構成する。
【００１５】
　一方、対向基板ＣＴは、対向電極ＥＴなどを備えている。この対向電極ＥＴは、複数の
画素ＰＸに共通である。つまり、対向電極ＥＴは、各画素ＰＸの画素電極ＥＰと向かい合
っている。
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【００１６】
　なお、図１においては、画面ＤＳＰの一画素ＰＸのみを図示しているが、ｍ×ｎ個の画
素ＰＸの全てが同一構造である。すなわち、第１方向Ｄ１に沿って同一構造の画素ＰＸが
ｍ個並んで配置されるとともに、第２方向Ｄ２に沿って同一構造の画素ＰＸがｎ個並んで
配置されている。画面ＤＳＰを構成する１ラインとは、第１方向Ｄ１に並んだｍ個の画素
ＰＸによって構成されるものである。１ラインの各画素ＰＸに配置されたスイッチング素
子Ｗのゲート電極ＷＧは、同一のゲート線Ｙに接続されている。このため、スイッチング
素子Ｗをオンさせる走査信号がゲート線Ｙに供給された場合には、１ラインのｍ個の画素
ＰＸへの映像信号の書き込みが可能となる。
【００１７】
　バックライトＢＬは、液晶表示パネルＬＰＮの背面側であるアレイ基板ＡＲと向かい合
う側に配置されている。つまり、このバックライトＢＬは、液晶表示パネルＬＰＮをアレ
イ基板ＡＲの側から照明する。このようなバックライトＢＬとしては、種々の形態が適用
可能であり、また、光源として発光ダイオードを利用したものや冷陰極管を利用したもの
などのいずれでも適用可能であり、詳細な構造については説明を省略する。
【００１８】
　制御回路ＣＮＴは、タイミングコントローラＴＣ、フレームメモリＦＭ、バックライト
制御回路ＢＣ、液晶駆動回路ＬＣなどを有している。
【００１９】
　タイミングコントローラＴＣは、同期信号に基づいてフレームメモリＦＭにおける映像
信号の記憶及び読み出しのタイミングを制御するのに必要な制御信号を生成する。また、
このタイミングコントローラＴＣは、バックライト制御回路ＢＣに対してバックライトＢ
Ｌの点灯及び消灯のタイミングを制御するのに必要な制御信号を生成する。さらに、この
タイミングコントローラＴＣは、液晶駆動回路ＬＣに対して液晶表示パネルＬＰＮの各画
素ＰＸへの映像信号の書込のタイミングを制御するのに必要な制御信号を生成する。
【００２０】
　フレームメモリＦＭは、タイミングコントローラＴＣからの制御信号に基づいて、供給
された映像信号を一時的に記憶する。このフレームメモリＦＭは、ランダムアクセスが可
能なランダム・アクセス・メモリとして構成されることが望ましい。また、このフレーム
メモリＦＭは、例えば１フレーム分の映像信号を記憶した後、この記憶した映像信号が読
み出されるまでに次フレームの映像信号が供給される場合があるため、約２フレーム分の
記憶容量を有することが望ましい。
【００２１】
　バックライト制御回路ＢＣは、タイミングコントローラＴＣからの制御信号に基づいて
、バックライトＢＬの点灯及び消灯を制御する。
【００２２】
　液晶駆動回路ＬＣは、ゲートドライバＹＤから各ゲート線Ｙに走査信号を供給させるの
に必要な走査制御信号をゲートドライバＹＤに供給する。また、この液晶駆動回路ＬＣは
、フレームメモリＦＭに記憶された映像信号を所定の順に読み出し、必要に応じて所定の
処理を施した後に、１ラインの画素ＰＸ分ずつソースドライバＸＤに供給する。また、こ
の液晶駆動回路ＬＣは、黒映像信号を生成し、１ラインの画素ＰＸ分ずつソースドライバ
ＸＤに供給する。
【００２３】
　次に、ＯＣＢ型の液晶表示パネルＬＰＮの構造について、以下により詳細に説明する。
【００２４】
　図２は、図１に示した液晶表示パネルＬＰＮの概略断面図である。
【００２５】
　液晶表示パネルＬＰＮのアレイ基板ＡＲは、ガラス板などの光透過性を有する絶縁基板
１１を用いて形成されている。このアレイ基板ＡＲは、絶縁基板１１の第１面１１Ａつま
り対向基板ＣＴと向かい合う側に、スイッチング素子Ｗ、絶縁膜１２、画素電極ＥＰ、画
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素電極ＥＰを覆う第１配向膜１３などを備えている。画素電極ＥＰは、インジウム・ティ
ン・オキサイド（ＩＴＯ）やインジウム・ジンク・オキサイド（ＩＺＯ）などの光透過性
を有する導電材料によって形成されている。
【００２６】
　液晶表示パネルＬＰＮの対向基板ＣＴは、ガラス板などの光透過性を有する絶縁基板２
１を用いて形成されている。この対向基板ＣＴは、絶縁基板２１の第１面２１Ａつまりア
レイ基板ＡＲと向かい合う側に、対向電極ＥＴ、対向電極ＥＴを覆う第２配向膜２２など
を備えている。対向電極ＥＴは、例えばＩＴＯなどの光透過性を有する導電材料によって
形成されている。なお、対向基板ＣＴは、必要に応じて、ブラックマトリクスやカラーフ
ィルタ層、オーバーコート層などを備えていても良い。
【００２７】
　上述したような構成のアレイ基板ＡＲと対向基板ＣＴとは、画素電極ＥＰと対向電極Ｅ
Ｔとを対向させた状態で配置され、これらの間に図示しないスペーサ（例えば、一方の基
板に一体的に形成された柱状スペーサ）を介して所定のセルギャップを形成する。これら
のアレイ基板ＡＲと対向基板ＣＴとの間に形成されたセルギャップには、液晶層ＬＱが保
持されている。
【００２８】
　液晶層ＬＱは、正の誘電率異方性を有するとともに光学的に正の一軸性を有する液晶分
子３１を含む液晶組成物によって構成されている。この液晶層ＬＱにおいては、液晶層Ｌ
Ｑに所定の電圧（転移電圧）を印加した所定の表示状態において、液晶分子３１は、アレ
イ基板ＡＲと対向基板ＣＴとの間でベンド配向している。
【００２９】
　液晶表示パネルＬＰＮの外面には、第１光学補償層ＯＤ１及び第２光学補償層ＯＤ２が
それぞれ配置されている。これらの第１光学補償素子ＯＤ１及び第２光学補償素子ＯＤ２
は、上述したような液晶表示パネルＬＰＮにおける液晶層ＬＱに電圧を印加した所定の表
示状態において、液晶層ＬＱのリタデーションを光学的に補償する機能を有しており、偏
光板及び位相差板などを備えて構成されている。
【００３０】
　第１光学補償素子ＯＤ１は、アレイ基板ＡＲを構成する絶縁基板１１の第２面１１Ｂつ
まりバックライトＢＬと向かい合う面に配置されている。また、第２光学補償素子ＯＤ２
は、対向基板ＣＴを構成する絶縁基板２１の第２面２１Ｂつまり観察側の面に配置されて
いる。
【００３１】
　このようなＯＣＢ型の液晶表示パネルＬＰＮにおいては、液晶層ＬＱを保持する第１配
向膜１３及び第２配向膜２２は、互いに平行な方向にラビング処理されている。このよう
な第１配向膜１３及び第２配向膜２２の作用により、電源投入以前の段階では、液晶分子
３１は、スプレイ配向している。
【００３２】
　そして、電源投入後、表示動作以前の段階において、初期化処理が行われる。この初期
化処理は、液晶層ＬＱに対して転移電圧を印加するものであり、この転移電圧に対応した
比較的強い電界により液晶分子３１の配向状態をスプレイ配向からベンド配向に転移させ
る。液晶分子３１の配向状態は、表示動作中、ベンド配向に維持されている。
【００３３】
　表示動作において、液晶層ＬＱに白画像（あるいは最高輝度に対応した階調レベルの画
像）を表示するための白表示電圧が印加された際には、液晶層ＬＱのミッドプレーン付近
の液晶分子３１が基板に略垂直に立ち上がっているのに対してアレイ基板ＡＲ及び対向基
板ＣＴにそれぞれ近づくにしたがって液晶分子３１が基板の法線から傾き、基板近傍の液
晶分子３１は基板面とほぼ平行な方向に傾いた状態となる。また、液晶層ＬＱに黒画像（
あるいは最低輝度に対応した階調レベルの画像）を表示する場合、白表示電圧より高い黒
表示電圧（あるいは黒映像信号）が印加された際には、液晶層ＬＱの液晶分子３１が略垂
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直に立ち上がった状態となる。
【００３４】
　このようなＯＣＢ型の液晶表示パネルＬＰＮにおいては、液晶分子３１の配向状態は、
スプレイ配向のエネルギーとベンド配向のエネルギーとが拮抗するレベル以下の電圧印加
状態や電圧無印加状態が長期間続く場合に、再びベンド配向からスプレイ配向に逆転移し
てしまう。
【００３５】
　このため、ＯＣＢ型の液晶表示パネルＬＰＮでは、この逆転移を防止するために、１フ
レーム期間内に液晶層ＬＱに黒表示電圧が印加される（黒挿入駆動方式）。これにより、
液晶層ＬＱのベンド配向を維持している。
【００３６】
　次に、ＯＣＢ型の液晶表示パネルＬＰＮに適用可能な駆動手法について図３を参照しな
がら説明する。
【００３７】
　ここでは、例えば垂直同期信号ＶＳＹＮＣがＯＮしてから一旦ＯＦＦした後に再度ＯＮ
するまでの期間を１フレーム期間とする。この１フレーム期間には、黒書込期間、映像書
込期間、映像保持期間（ホールド期間）が含まれる。黒書込期間は、液晶駆動回路ＬＣか
ら液晶表示パネルＬＰＮに供給された黒映像信号を液晶表示パネルＬＰＮの各画素ＰＸに
書き込む期間に相当する。映像書込期間は、液晶駆動回路ＬＣから液晶表示パネルＬＰＮ
に供給された映像信号を液晶表示パネルＬＰＮの各画素ＰＸに書き込む期間に相当する。
ホールド期間は、各画素ＰＸに書き込まれた映像信号を保持する期間に相当する。
【００３８】
　例えば、画面ＤＳＰが１２００本のラインによって構成されている場合、まず、同期信
号ＶＳＹＮＣがＯＦＦしたタイミングで画面ＤＳＰの最上部に位置するライン０００１へ
の黒映像信号の書込が開始される。その後、ライン０００２からライン１２００へと画面
ＤＳＰの下部のラインに順次黒映像信号の書込が行われる（黒書込期間）。
【００３９】
　画面ＤＳＰのすべてのラインへの黒映像信号の書込が完了した後、画面ＤＳＰの最上部
のライン０００１への映像信号の書込が開始される。ライン０００１の各画素ＰＸに書き
込まれた映像信号は、保持される。ライン０００１への映像信号の書込が終了した後、ラ
イン０００２からライン１２００へと画面ＤＳＰの下部のラインに順次映像信号の書込が
行われる（映像書込期間）。各ラインの画素ＰＸに書き込まれた映像信号はそれぞれ保持
される。
【００４０】
　画面ＤＳＰのすべてのラインへの映像信号の書込が完了したタイミングで、バックライ
トＢＬが点灯する。このバックライトＢＬは、黒書込期間及び映像書込期間においては消
灯している。
【００４１】
　一方で、このような駆動手法の場合、画面ＤＳＰを構成する全てのラインへの映像書込
が完了した後にバックライトＢＬを点灯するため、映像信号の書込が完了してからバック
ライトＢＬが点灯されるまでの時間が画面ＤＳＰの上部と下部とで相違している。すなわ
ち、画面ＤＳＰの上部のラインについては、映像信号の書込が完了してから十分な時間が
経過した後にバックライトＢＬが点灯するのに対して、画面ＤＳＰの下部のラインについ
ては、映像信号の書込が完了した直後にバックライトＢＬが点灯する。
【００４２】
　図４に示すように、例えば、画面ＤＳＰのライン０００１からライン０３００付近まで
の上部ＵＰにおいては、映像信号の書込が完了してからバックライトＢＬが点灯するまで
の間に、液晶分子３１の応答速度よりも十分に長い時間が経過している。このため、液晶
分子３１の転移が完了した状態でバックライトＢＬが点灯する。したがって、液晶表示パ
ネルＬＰＮにおいては、映像信号に対応した透過率が得られる。
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【００４３】
　一方で、例えば、画面ＤＳＰのライン０９０１からライン１２００付近までの下部ＬＷ
においては、映像信号の書込が完了してからバックライトＢＬが点灯するまでの間に、液
晶分子３１の応答速度よりも十分に長い時間が経過していない。このため、液晶分子３１
の転移が完了する前の状態でバックライトＢＬが点灯することがある。したがって、液晶
表示パネルＬＰＮにおいては、映像信号に対応した透過率が得られない場合がある。
【００４４】
　画面ＤＳＰの全体で白色を表示する場合、上部ＵＰは下部ＬＷよりも明るくなる。この
ように、画面ＤＳＰにおいて、上下で輝度の分布が非対称となる現象を改善することが要
求される。
【００４５】
　そこで、本実施形態においては、面内ＤＳＰにおける輝度分布を上下対称とする最適な
駆動手法を提供するものである。
【００４６】
　図５は、第１実施形態のＯＣＢ型の液晶表示パネルＬＰＮに適用可能な第１駆動手法を
説明するための図である。なお、ここでは、主として映像書込期間を詳細に説明し、黒書
込期間や映像信号保持期間については詳細な説明を省略する。
【００４７】
　この第１駆動手法では、１フレーム期間の映像書込期間において、液晶表示パネルＬＰ
Ｎにおける画面ＤＳＰの中央のラインから画面ＤＳＰの上側及び下側のラインに向かって
順次映像信号を書き込むことを特徴とするものである。例えば、画面ＤＳＰが１２００本
のラインによって構成されている場合、ライン０００１からライン０６００までが画面Ｄ
ＳＰの上側半分の第１領域ＤＳＰ１に相当し、ライン０６０１からライン１２００までが
画面ＤＳＰの下側半分の第２領域ＤＳＰ２に相当する。
【００４８】
　このような画面ＤＳＰの構成において、画面ＤＳＰの第１領域ＤＳＰ１では、ライン０
６００への映像信号の書込を行った後、順次ライン０５９９、ライン０５９８…ライン０
００２、ライン０００１へと映像信号の書込を行う。同様に、画面ＤＳＰの第２領域ＤＳ
Ｐ２では、ライン０６０１への映像信号の書込を行った後、順次ライン０６０２、ライン
０６０３…ライン１１９９、ライン１２００へと映像信号の書込を行う。
【００４９】
　画面ＤＳＰのすべてのラインへの映像信号の書込が完了したタイミングで、バックライ
トＢＬが点灯する。このバックライトＢＬは、黒書込期間及び映像書込期間においては消
灯している。
【００５０】
　なお、黒書込期間においては、映像書込期間と同一の順序で黒映像信号を書き込んでも
良いが、図３を参照して説明したのと同様に、画面ＤＳＰのライン０００１から下側に向
かってライン１２００まで順次黒映像信号を書き込んでも良いし、他の手法で黒映像信号
を書き込んでも良く、特定の書込順序に制限されるものではない。
【００５１】
　上述した第１領域ＤＳＰ１及び第２領域ＤＳＰ２からなる画面ＤＳＰを備えた液晶表示
パネルＬＰＮに対して、第１領域ＤＳＰ１及び第２領域ＤＳＰ２に映像信号を書き込むた
めのソースドライバが単一の構成において、より具体的な映像信号の書込動作について説
明する。
【００５２】
　図６は、画面ＤＳＰを構成する各ラインに対応したゲート線の走査タイミングを説明す
るための図である。
【００５３】
　例えば、画面ＤＳＰが１２００本のラインによって構成されている場合、映像書込期間
においては、まず、画面ＤＳＰの中央に位置するライン０６００への映像信号の書込が行
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われる。その後、ライン０６００よりも下側のライン０６０１への映像信号の書込に続い
て、ライン６００よりも上側のライン０５９９への映像信号の書込が行われる。その後は
、上側のラインへの映像信号の書込と下側のラインへの映像信号の書込とが交互に行われ
る（ライン０６０２→ライン０５９８→ライン０６０３→ライン０５９７…ライン１２０
０→ライン０００１）。
【００５４】
　なお、上述した第１領域ＤＳＰ１及び第２領域ＤＳＰ２からなる画面ＤＳＰを備えた液
晶表示パネルＬＰＮに対して、第１領域ＤＳＰ１に映像信号を書き込むための第１ソース
ドライバと、第２領域ＤＳＰ２に映像信号を書き込むための第２ソースドライバとを具備
した構成においては、第１領域ＤＳＰ１への映像信号の書込と、第２領域ＤＳＰ２への映
像信号の書込とを同時に行ってもよい。例えば、ライン０６００及びライン０６０１への
映像信号の書込や、ライン０５９９及びライン０６０２への映像信号の書込などはそれぞ
れ同時に行ってもよい。このような構成の場合、映像信号の書込時間を短縮することがで
きる。
【００５５】
　図７は、画面ＤＳＰの上部ＵＰ、下部ＬＷ、中央部ＣＮにおける液晶表示パネルの透過
率とバックライトＢＬの点灯タイミングとの関係を説明するための図である。
【００５６】
　例えば、画面ＤＳＰの中央部ＣＮのライン０６００付近においては、映像信号の書込が
完了してからバックライトＢＬが点灯するまでの間に、液晶分子３１の応答速度よりも十
分に長い時間が経過している。このため、液晶分子３１の転移が完了した状態でバックラ
イトＢＬが点灯する。したがって、液晶表示パネルＬＰＮにおいては、映像信号に対応し
た透過率が得られる。
【００５７】
　一方で、例えば、画面ＤＳＰのライン０００１からライン０３００付近までの上部ＵＰ
及びライン０９０１からライン１２００付近までの下部ＬＷにおいては、映像信号の書込
が完了してからバックライトＢＬが点灯するまでの間に、液晶分子３１の応答速度よりも
十分に長い時間が経過していない。このため、液晶分子３１の転移が完了する前の状態で
バックライトＢＬが点灯することがある。したがって、液晶表示パネルＬＰＮにおいては
、映像信号に対応した透過率が得られない場合がある。
【００５８】
　つまり、画面ＤＳＰの中央部ＣＮのラインへの映像信号の書込が完了してからバックラ
イトＢＬが点灯するまでの時間は、画面ＤＳＰの上部ＵＰの側のライン及び画面ＤＳＰの
下部ＬＷの側のラインへの映像信号の書込が完了してからバックライトＢＬが点灯するま
での時間より長い。なお、画面ＤＳＰの上部ＵＰの側のラインへの映像信号の書込が完了
してからバックライトＢＬが点灯するまでの時間は、画面ＤＳＰの下部ＬＷの側のライン
への映像信号の書込が完了してからバックライトＢＬが点灯するまでの時間と略同等であ
る。
【００５９】
　このため、画面ＤＳＰの各ラインに同一の映像信号、例えば、画面ＤＳＰの全体で白色
を表示する白色表示電圧が書き込まれた場合、中央部ＣＮでの輝度は、上部ＵＰ及び下部
ＬＷよりも高くなる。このとき、画面ＤＳＰの上部ＵＰ及び下部ＬＷにおける輝度は、略
同等となる。つまり、第１駆動手法を適用することにより、画面ＤＳＰの中央部ＣＮが明
るく、この中央部ＣＮを挟んで上側と下側とで対称の輝度分布を形成することができる。
したがって、良好な表示品位を得ることが可能となる。
【００６０】
　次に、第２実施形態について説明する。なお、第１実施形態と同一構成については同一
の参照符号を付して詳細な説明を省略する。
【００６１】
　図８は、第２実施形態のＯＣＢ型の液晶表示パネルＬＰＮに適用可能な第２駆動手法を
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説明するための図である。なお、ここでは、主として映像書込期間を詳細に説明し、黒書
込期間や映像信号保持期間については詳細な説明を省略する。
【００６２】
　この第２駆動手法では、１フレーム期間の映像書込期間において、液晶表示パネルＬＰ
Ｎにおける画面ＤＳＰの上側及び下側のラインから画面ＤＳＰの中央のラインに向かって
順次映像信号を書き込むことを特徴とするものである。
【００６３】
　すなわち、画面ＤＳＰの第１領域ＤＳＰ１では、ライン０００１への映像信号の書込を
行った後、順次ライン０００２、ライン０００３…ライン０５９９、ライン０６００へと
映像信号の書込を行う。同様に、画面ＤＳＰの第２領域ＤＳＰ２では、ライン１２００へ
の映像信号の書込を行った後、順次ライン１１９９、ライン１１９８…ライン０６０２、
ライン０６０１へと映像信号の書込を行う。
【００６４】
　バックライトＢＬは、画面ＤＳＰのすべてのラインへの映像信号の書込が完了してから
所定時間が経過した後に点灯する。すべてのラインへの映像信号の書込が完了してからバ
ックライトＢＬが点灯するまでの時間は、液晶分子３１の応答速度よりも十分に長い時間
に設定されている。また、このバックライトＢＬは、画面ＤＳＰの中のラインへの黒書込
が開始されるまでの間、点灯していることが望ましい。
【００６５】
　なお、黒書込期間においては、第１実施形態と同様に、黒映像信号の書込順序について
は、特定の書込順序に制限されるものではない。
【００６６】
　上述した第１領域ＤＳＰ１及び第２領域ＤＳＰ２からなる画面ＤＳＰを備えた液晶表示
パネルＬＰＮに対して、第１領域ＤＳＰ１及び第２領域ＤＳＰ２に映像信号を書き込むた
めのソースドライバＸＤが単一の構成において、より具体的な映像信号の書込動作につい
て説明する。
【００６７】
　図９は、画面ＤＳＰを構成する各ラインに対応したゲート線の走査タイミングを説明す
るための図である。
【００６８】
　例えば、画面ＤＳＰが１２００本のラインによって構成されている場合、映像書込期間
においては、まず、画面ＤＳＰの最上部に位置するライン０００１への映像信号の書込が
行われる。その後、画面ＤＳＰの最下部に位置するライン１２００への映像信号の書込が
行われる。続いて、ライン０００２への映像信号の書込、ライン１１９９への映像信号の
書込、ライン０００３への映像信号の書込、ライン１１９８への映像信号の書込が順次行
われる。その後は、同様にして、上側のラインへの映像信号の書込と下側のラインへの映
像信号の書込とが交互に行われる（ライン０００４→ライン１１９７→ライン０００５→
ライン１１９６…ライン０６０１→ライン０５９９→ライン０６００）。
【００６９】
　なお、上述した第１領域ＤＳＰ１及び第２領域ＤＳＰ２からなる画面ＤＳＰを備えた液
晶表示パネルＬＰＮに対して、第１領域ＤＳＰ１に映像信号を書き込むための第１ソース
ドライバと、第２領域ＤＳＰ２に映像信号を書き込むための第２ソースドライバとを具備
した構成においては、第１領域ＤＳＰ１への映像信号の書込と、第２領域ＤＳＰ２への映
像信号の書込とを同時に行ってもよい。例えば、ライン０００１及びライン１２００への
映像信号の書込や、ライン０００２及びライン１１９９への映像信号の書込などはそれぞ
れ同時に行ってもよい。このような構成の場合、映像信号の書込時間を短縮することがで
きる。
【００７０】
　図１０は、画面ＤＳＰの上部ＵＰ、下部ＬＷ、中央部ＣＮにおける液晶表示パネルの透
過率とバックライトＢＬの点灯タイミングとの関係を説明するための図である。
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【００７１】
　例えば、画面ＤＳＰの中央部ＣＮのライン０６００付近においては、映像信号の書込が
完了してからバックライトＢＬが点灯するまでの間に、液晶分子３１の応答速度よりも十
分に長い時間が経過している。このため、液晶分子３１の転移が完了した状態でバックラ
イトＢＬが点灯する。したがって、液晶表示パネルＬＰＮにおいては、映像信号に対応し
た透過率が得られる。
【００７２】
　一方で、例えば、画面ＤＳＰのライン０００１からライン０３００付近までの上部ＵＰ
及びライン０９０１からライン１２００付近までの下部ＬＷにおいては、映像信号の書込
が完了してからバックライトＢＬが点灯するまでの間に、液晶分子３１の応答速度よりも
十分に長い時間が経過しているが、バックライトＢＬが点灯中に黒書込が開始される。こ
のため、液晶表示パネルＬＰＮにおいては、映像信号に対応した透過率が得られない場合
がある。
【００７３】
　つまり、画面ＤＳＰの中央部ＣＮのラインへの映像信号の書込が完了してからバックラ
イトＢＬが点灯するまでの時間は、画面ＤＳＰの上部ＵＰの側のライン及び画面ＤＳＰの
下部ＬＷの側のラインへの映像信号の書込が完了してからバックライトＢＬが点灯するま
での時間より短い。しかも、バックライトＢＬが点灯している期間において、画面ＤＳＰ
の上部ＵＰの側のライン及び画面ＤＳＰの下部ＬＷの側のラインへの黒映像信号の書込が
開始される。なお、画面ＤＳＰの上部ＵＰの側のラインでの映像信号保持期間中にバック
ライトＢＬが点灯している時間は、画面ＤＳＰの下部ＬＷの側のラインでの映像信号保持
期間中にバックライトＢＬが点灯している時間と略同等である。
【００７４】
　このため、画面ＤＳＰの各ラインに同一の映像信号、例えば、画面ＤＳＰの全体で白色
を表示する白色表示電圧が書き込まれた場合、中央部ＣＮでの輝度は、上部ＵＰ及び下部
ＬＷよりも高くなる。このとき、画面ＤＳＰの上部ＵＰ及び下部ＬＷにおける輝度は、略
同等となる。つまり、第２駆動手法を適用することにより、画面ＤＳＰの中央部ＣＮが明
るく、この中央部ＣＮを挟んで上側と下側とで対称の輝度分布を形成することができる。
したがって、良好な表示品位を得ることが可能となる。
【００７５】
　なお、上記した第１駆動手法と第２駆動手法との選択は、ゲート線の走査に必要な時間
が１フレームに対して十分かどうかによって決定され、十分な場合は第１駆動手法が有効
であり、不十分の場合は第２駆動手法が有効である。
【００７６】
　以上説明したように、本実施形態によれば、表示品位の良好な液晶表示装置を提供する
ことができる。
【００７７】
　なお、本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示
したものであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これらの新規な実施形態
は、その他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で
、種々の省略、置き換え、変更を行うことができる。これらの実施形態やその変形は、発
明の範囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲
に含まれる。
【００７８】
　例えば、上記した液晶表示パネルＬＰＮに対して、スキャンバックライトを組み合わせ
ても良い。すなわち、複数の領域によって構成された画面ＤＳＰを備えた液晶表示パネル
ＬＰＮに対して、各領域に対応して点灯領域が区画されたバックライトＢＬを用意し、液
晶表示パネルＬＰＮの各領域への映像信号の書込→保持の期間に対応してバックライトＢ
Ｌの各点灯領域を順次切り替える構成としても良い。
【符号の説明】
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【００７９】
　ＬＰＮ…液晶表示パネル
　ＡＲ…アレイ基板　ＣＴ…対向基板　ＬＱ…液晶層
　ＤＳＰ…画面　ＵＰ…上部　ＣＮ…中央部　ＬＷ…下部　ＰＸ…画素
　ＥＰ…画素電極　Ｗ…スイッチング素子　ＥＴ…対向電極
　ＢＬ…バックライト

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】
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